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従来の「病気の早期発 

見・早期治療」から「望ま

しい生活習慣へ改善しよう

とする健康づくり（一次予

防）」を推進します。 

 

 

行政だけでなく、個人はもち

ろん家庭、地域、学校、職場等

誰もが主体的に取り組むこと

ができる健康づくりを関係機

関や関係団体が支援していく

とともに、ヘルスプロモーショ

ンとしての計画を推進します。 

 

 

 

情報提供や人材の育成・活

用、安全快適に利用できる施

設の整備・活用を通じて、個

人・各団体の取り組みを支え

る社会環境整備（まちづく

り）を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

趣旨 
「健康うるま 21」は、「自分の健康は自分でつくる」

という自覚を持ち、市民が主体的に健康づくりを推進

することをめざします。 

計画策定には、住民の代表者が加わり（住民参加）、

さまざまな視点で健康づくりのための施策や推進方法

等について検討しました。 

期間 
「健康うるま21」の実施期間は平成19

年度から平成 28 年度の 10 年間です。 

計画の進捗状況・目標値の達成度を確認

するために、中間年度の平成 23 年度、最

終年度の平成 28 年度にはそれぞれ評価、

見直しを行います。 

「健康の力」 
 
 

「地域の力」 「環境の力」 

本人の意識や 
技術の向上 

住民組織 
活動の強化 

家族の支援 

めざすものは生活の質の向上 

学校・保健医療
等の行政関係
者の支援 
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②大人は全国の肥満割合を大きく上回っている 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③内臓脂肪症候群の割合は沖縄県平均より多い 

①全国平均、県平均に比べて肥満割合が多い！  

 

（平成 17 年度 市基本健康診査より） 

①子どもの頃から肥満割合が県平均に比べて多い 
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3 歳児は県平均に比べて、小・

中学生は全国平均に比べてう歯

率が高い。 

乳幼児健診報告書（平成 17年度） 

「平成 17 年度 学校保健統計」 

平成 23 年度の目標 

男女とも30％ 

１ 働き盛りの年代（20～50 代）の健診受診率が低い 
 

２ 子どもから大人まで肥満が多い 
 

「平成 17 年度 乳幼児健診報告書」 

「平成 16 年度 基本健康診査集計データ集」 
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女性肥満の割合 

内臓脂肪症候群の割合
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「平成 17 年度 基本健康診査集計データ集」 

●内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）とは 
 
内臓脂肪蓄積（腹囲が男性 85ｃｍ、女性 90cm以上）に加えて、

①血中脂質異常、②血圧高値、③高血糖のうち、2 つ以上に該当

する人を指す。 

① 中性脂肪150mg/dl以上またはHDLコレステロール40mg/dl未満） 

② 最高血圧 130mmHg以上または最低血圧 85mmHg以上 

③ 空腹時血糖値 110mg/dl以上 

３ う歯（むし歯）率が高い 
 

学校保健統計（平成 17 年度） 

健 診 

＊う歯率：乳歯、永久歯がむし歯である
者の割合。むし歯の処置が完
了している者も含む。 

3歳児の肥満
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子どもの頃から望ましい生活習
慣を確立していないと・・・ 
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うるま市民の死亡原因をみると、主な生活習慣病である

悪性新生物（がん）が最も多く、次いで心疾患、脳血管疾

患となり、これらが約半分を占めています。 

自殺は死因の 5 位を占めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

死亡原因（平成7～16年・計）

自殺
4.3%（304人）

肺炎
9.9%（701人）

脳血管疾患
10.3%（727人）

心疾患
12.6%（895人）

悪性新生物
26.6%（1,885

人）

その他
36.2%（2,564

人）

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 主な生活習慣病の中で、最も件数が多いの
は「高血圧性疾患」である 
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●循環器系疾患：心臓病、脳卒中など 

●筋骨格系疾患：腰痛、骨折、関節症など 

生活習慣病による死亡が多い 

健康寿命は短く、障害期間は長い 

資料：中部福祉保健所 

健康寿命（平成12年）
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資料：中部福祉保健所 
障害期間（平成12年）
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資料：中部福祉保健所 

１ 主な生活習慣病の中で、医療費が最も多
くかかるのは「腎不全」である 

資料：国保ネット（平成 17年 5月） 

要介護要因で最も多いのは、男性が「循環器
系疾患」、女性が「筋骨格系疾患」である 

資料：介護長寿課（平成 18年 3月） 

循環器系疾患 

精神及び行動の障害 

損傷、中毒及びその他の外囲の影響 

神経系の疾患 

筋骨格系疾患 

その他 

主な生活習慣病にかかる医療費
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腎不全

高血圧性疾患

歯肉炎及び歯周疾患

脳梗塞

糖尿病

（百万円）

入院

外来

主な生活習慣病にかかる受診件数

0 2,000 4,000 6,000

高血圧性疾患

歯肉炎及び歯周疾患

糖尿病

その他の歯及び歯の支持組
織の障害

関節症

入院

外来

（件）

●健康寿命と障害期間 
 

健康寿命とは、あと何年自立して健康に生きられる

かをはかる健康指標であり、障害期間は病気や衰弱、

ケガなどで要介護状態となった期間のことです。 

（平成 12年 10月の介護認定資料をもとに算出） 

医 療 費 死亡原因 

健康寿命と障害期間 

 

介護要因 
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１ 健康寿命の延伸 
２ 健康でいきいきと過ごせる人の増加 
３ 早世の減少 

 

 

 

自分や家族の健康に対する意識、健康への行動のきっかけをつくり、それを支援する環

境づくりを地域に広げましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
生活習慣病の予防 

・脳卒中 

・肥満 

・心臓病  ・糖尿病 

・内臓脂肪症候群 

・がん 

・関節症 

・ストレス 

・う歯・歯周病 

若い世代からの望ましい生活習慣づくり 
＊こどもの頃からの望ましい生活習慣づくり（一次予防）がキーポイント 

健康長寿の実現 

 

 

 

 

 

①栄養バランスよく食事する 

②適正体重を維持する 

食・栄養 

 

 

 

 

 

 

①正しい歯みがきができる 

②歯によい食習慣が身につい

ている 

③定期的に歯科受診する 

 

歯 

 

 

 

 

 

 

①日常生活で意識して身体を動

かすことができる 

②定期的に運動する習慣がある 

運動 

 

 

 

 

 

 

①適正な飲み方ができる 

 （量・時間・休肝日） 

②飲酒しない（妊婦、未成年） 

酒 

 

 

 

 

 

 

①喫煙者が禁煙に取り組むこと 

ができる 

②喫煙しない（妊婦、未成年） 

③市内の施設・飲食店・事業所 

が正しい分煙に取り組むこと 

ができる 

 

たばこ 

 

 

 

 

 

 

①親が子どものストレスに対処

できる 

②ストレスに適切に対処できる 

ゆとり 

 

健康長寿
の実現 


